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日本における 1993年 9 月，アメリカにおける 1993年11月の 2 回にわたる予備調査の結果，以下の点が明らかになっ
た。 1 )英語に対する言語意識と英語能力の聞に，そして英語に対する言語意識と英語の使用頻度の聞には，有意な





要な数の被験者を確保することは，予想外の時間と労力を必要とした。本調査は， 1995年9月から 1996年 9 月の 3 度に
















1 .言語意識と言語能力の関係:量的分析により，日本語能力と日本語に対する言語意識の相関係数が0.29 (p< 
0.05) ，英語能力と英語に対する言語意識の相関係数が0.26 (p<O ・ 05) となった。この点に関しては予備調査の時




2. 1) 子供の言語能力と領域別使用言語との関係:日本語能力と日本語の使用との相関係数は0.33(p < 0.01) ，英語





の年齢の聞に -0.64 (p<O.OOl) の相関関係が見られた。このことは，一般的な傾向として，在米期間が長くなるほ
ど，また渡米時の年齢が低いほど，英語能力が高くなるということがいえる。この結果は，先行研究(箕浦: 1981) 
の結果を再確認することになった。また，レネパーグに代表される言語の臨界期説に関しても，従来の12'"'-' 3 才から












第 5 章 言語能力から見た子供達の特徴
第 5 章では，両言語能力と在米期間により， 4 つのグループに分けて質的分析を中心に行なった。以下の 4 つのグ
ループは， A (両言語テストにおいて点数が高い者)， B (日本語テストにおいて高得点で英語テストにおいてはそう
















第 6 章では，各章の要約の後，第 1 章で設定した 5 つの問いに対してそれぞれ調査結果から明らかになったこと(本
要旨の第 4 章の結果としてまとめたもの)を述べた上で，今後の課題について述べた。
























本論文は 6 章からなる。第 1 章では，本研究における視座，基本的概念と研究目的について述べ，先行研究におい
て欠けていると思われる点を指摘し，それらを補う形で 5 つの問いを設定している。第 2 章では司子備調査の方法論，
調査対象，調査過程を記述し，分析と結果を提示している。テスト法とアンケー卜法を用い，日米において 1 度ずつ











検証され，テストが適切であったことが裏付けられている。第 5 章では，両言語能力と在米期間により被験者を 4 つ
のグループに分けて質的分析を行なっている。それぞれのグりレープに属する子供について，言語能力に影響を与えて
いると考えられる要因を探るために，本調査で得られた子供に対するアンケート，両親に対するアンケートとインタ
ビューの回答をもとに，個人別の情報を丁寧に分析している。第 6 章では，第 1 章で設定した 5 つの問いに答える形
で，それぞれ明らかになった事を提示している。
本論文の学界への貢献として，以下の 3 点が挙げられる。 1 ) 本研究によって初めて，日本語と英語についても，







もちろん，本論文にも次のようないくつかの問題点が残る。 1 )母語維持と第 2 言語習得の度合を見るために，参
与観察を含めた追跡調査を引き続き行なうこと， 2) 被験者の伝達能力をも測定するリサーチ方法を考えること， 3) 
本研究において，アメリカの日本人コミュニティの持つ性格が地域によって異なるという事が明白になったため，よ
り全体的な視野から捉えるために大都市を含む様々な地域を視野に入れた調査を行なう必要があることなどがあげら
れる。
しかし以上の諸点を考慮したうえでも，本論文は従来の研究の水準を越える優れたものであり，博士(言語文化学)
の学位請求論文として十分に価値のあるものと認められる。
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